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1967年 原子力委員会「食品照射研究開発基本計
画」を策定。試験品目として７品目（ばれい
しよ、タマネギ、米、小麦、ウィンナーソー
セージ、水産練り製品、みかん）を指定し、
食品照射研究開始。

1972年 ばれいしよの照射の許可

1974年 北海道士幌農協でばれいしよの照射を実
用化

2000年 全日本スパイス協会が食品照射に関する
要望書を厚生省（当時）に提出。このような
動きに対して、消費者団体が連名で全日
本スパイス協会に反対申し入れ。

1963年 米国食品医薬品庁(FDA)がベーコン及び
穀物の照射を許可

（1968年、FDAは実験方法等に欠陥がある
としてベーコンの許可を取り消したが、そ
の後、健全性評価、法的許可の体制がつ
くられ、1985年以降、FDAは肉類、果実、
香辛料など多くの照射食品を許可）

1980年 国連食糧農業機関(FAO)、国際原子力機
関(IAEA)、世界保健機関(WHO)合同委員
会で10kGy(ｷﾛｸﾞﾚｲ)までの照射食品の健
全性を宣言

1983年 FAO,WHOの合同組織である国際食品規
格委員会で10kGy以下の照射食品の一般
規格（Codex規格）採択

1997年 WHO委員会が10kGy以上での健全性宣言

＜日本＞＜世界＞

１．全体概要

ばれいしよについては1971年に研究終了。
その他品目については1988年までに研究終了

52ヵ国及び台湾で230品目が許可され(2003年4
月)、このうち31ヵ国及び台湾で40品目が実用
化されている(2003年5月)。
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1901年 レントゲンがX線を発見

1921年～1950年頃
食品照射に関連する、殺虫、殺菌、変異等の放射線生物学現象の発見

1961年 国連食糧農業機関（FAO）、世界保健機関（WHO）、国際原子力機関
（IAEA）の合同委員会において、照射食品の健全性評価の必要性が提起
される

1962年 FAOとWHOが、消費者の健康を守り、食品貿易の公正を保証することなど
を主目的に、国際的に貿易される食品の規格又は衛生規範の作成を任務
とする、国際食品規格（Codex）委員会を設置。（日本は1966年加盟）

1964年 FAO、WHO、IAEA合同委員会において照射食品の健全性評価法などを検討

1969年 FAO、WHO、IAEAの照射食品の健全性に関する合同委員会（JECFI）におい
て、照射食品の健全性について議論

○1960年代には、日本を含め世界各国で食品照射に研究が開始され、米国
などで食品照射が法的に許可された。日本は1972年ばれいしよを許可。

２．国際的な動向 （１／４）

【参考文献】食品照射Vol.36（2001） 山田友紀子「国際食品委員会と食品照射」
FFIジャーナルVol.209No.12（2004） 古田雅一「照射食品の健全性」他
R.A.Molins（The National Academics, Washington,DC）「Food Irradiation」（2001）
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1970年 FAO、IAEAはWHOの助言に従い国際食品照射プロジェクト（IFIP）を開始。
IFIPは、我が国を含む24カ国が参加し400万ドルの資金が拠出され、世

界で行われる動物試験に統一性を持たせるとともに、情報交換の場を設
け、さらに、安全性に関する独自の委託試験も行われた。IFIPは10kGy以
下の線量を照射した食品の健全性を明らかにして、1981年に終了した。

1980年 IFIPやその他の関連研究で得られたデータは一連の国際会議で総括され、
この年、JECFIは「いかなる種類の食品でも、総平均線量が10kGy(ｷﾛｸﾞﾚ
ｲ)以下で照射された食品の毒性学的な危険性は全く認められない。」と
結論を下した。各国でも以下のような健全性の評価がまとめられた。
1986年 EC委員会によるJECFIの結論是認
1986年 英国農務省の諮問委員会報告
1988年 カナダ厚生省の消費者向けの食品照射に関する公式見解
1989年 WHOの国際消費者機構への公式回答

○世界各国での照射食品の安全性研究は1997年時点で1200件以上を数え、
そのほとんどは安全性に関する問題はないという結論。また、安全性に
疑問を呈する報告もいくつか存在したが、各国の研究機関等で多くの追
試が実施され、問題とされた現象は見られなかったとして否定され、動
物実験の測定誤差や不適切な実験設計が原因で起きたものが多いと言わ
れている。

２．国際的な動向 （２／４）

【参考文献】食品照射Vol.36（2001） 山田友紀子「国際食品委員会と食品照射」
FFIジャーナルVol.209No.12（2004） 古田雅一「照射食品の健全性」
WHO「食品の安全性と栄養適正」（1994）他
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1983年 JECFIの1980年の結論を受けて、Codex委員会で10kGy以下の照射食品の一
般規格（Codex規格）を採択。

1984年 FAO、IAEA、WHOの後援により、食品照射に係る国際的な活動を評価し助
言するために、国際食品照射諮問グループ（ICGFI）が結成された。その
後、ICGFIは助言や啓蒙活動を展開。

1985年 米国で寄生虫抑制を目的に豚肉（生）への照射を許可。

1988年 FAO、IAEA、WHOと国際貿易センター（ITC）共催で照射食品の受容、貿易、
管理に関する国際会議が開催され、「放射線処理を適用することが有効
と思われる食品に対しては、国民の健康維持のために食品照射技術を利
用すべきである」などとする合意文書を採択。

1994年 WHOは、各国に食品照射に対する不安・批判があるため、再評価を行い、
問題のないことを再確認。その際には、一人を除いて、1980年のJECFIメ
ンバーとは別メンバーであった。この結果はWHO公式見解「照射食品の安
全性と栄養適正」として公表されている。

２．国際的な動向 （３／４）

【参考文献】FFIジャーナルVol.209No.12（2004） 古田雅一「照射食品の健全性」、
WHO「食品の安全性と栄養適正」（1994）
日本原子力文化振興財団プレスレリーズNo.109「食品の放射線処理」（2003）他
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1997年 WHOの高線量照射に関する専門家委員会が10kGy以上を照射した食品に関
しても健全性評価を実施し、「意図した技術上の目的を達成するために
適正な線量を照射した食品は、いかなる線量でも適正な栄養を有し安全
に摂取できる」との結論に達した。

1999年 EUでスパイス・ハーブ類を食品照射の統一許可品目とするEU指令制定

2003年 Codex委員会で技術的必要性があれば10kGy以上の照射を認める、Codex規
格を採択。（Codex規格の概要を参考１に示す）

○1983年のCodex規格採択を受け、各国で食品照射の許可及び実用化が進め
られ、2003年4月現在、52ヵ国及び台湾で230品目が許可、31ヵ国及び台
湾で40品目が実用化している。（許可・実用国及び品目リストを参考２
に示す。実用化国が多いスパイスの照射量の変遷を参考３に示す。）
○照射食品流通量は2004年で約30万トン。その量は加工食品全体に比べると少
ないが、今後、世界の食料事情に貢献する可能性はある。（世界の食料事情を
参考４に示す）

２．国際的な動向 （４／４）

【参考文献】 食品照射Vol.40（2005） 等々力節子「食品照射の海外動向」
日本原子力文化振興財団プレスレリーズNo.109「食品の放射線処理」（2003）他
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1953年 陸軍が食糧調達の負担を減ずるために、食糧保存を冷凍設備なしに行え
るようにすることを目的として、照射食品の開発研究に着手

1963年 陸軍が食品医薬品庁(FDA)にベーコン及び穀物の照射申請。半年後にベー
コンが許可され、1966年まで照射食品が次々と認められたが、1968年、
FDAは実験方法等に欠陥があるとしてベーコンの許可を取消。FDAの健全
性審査基準が厳しくなり、陸軍の申請は健全性の証明が不十分と判断。

1980年 FDAが照射食品の許可審査のための指針を策定。1982年には、400件以上
の照射食品の毒性試験の報告についての系統的な検討を行い、安全性に
疑問を呈する結果がないことを確認

1985年 FDAは寄生虫抑制を目的に豚肉（生）への照射を許可。以降、多くの照射
食品を許可。（許可状況等を参考５に示す）

○食品の照射処理の安全性を評価してその認可を与えるのはFDAの管轄であ
り、食品照射施設は米国原子力規制委員会（NRC）の規制を受ける。
○基準として「21CFR179：食品製造・加工・出荷における放射線照射」が
あり、使用できる線源や装置、食品の種類と線量、表示義務などを規定。
○照射食品流通量は、正確な量は不明であるが、2004年で、肉類9千トン、果実

900トン、スパイス7万9千トンというデータあり。

３．米国の動向

【参考文献】食品照射Vol.38（2003） 宮原誠「照射食品安全性検証の歴史」
FFIジャーナルVol.209No.12（2004） 松山晃「食品照射研究・開発初期の世界潮流とわが国の歩み」他
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1999年 照射食品の扱いについての統一規制の制定を進め、2つの指令を制定。
－EU指令1999/2/EC：照射に関する一般原則、許可条件、

技術的事項（線源、表示義務等）。
－EU指令1999/3/EC：照射許可品目リスト。唯一の許可品目として、スパ

イス・ハーブ類をリストアップ。それ以外は2000年
末までにリスト完成と取り決め。拡大統一許可品目
リスト制定までは各国の許可品目が有効で、その後
は国内法は失効する。

2000年 年末を期限に進められた統一許可品目リストの拡大は各国の合意が得ら
れず、現在でも各国の個別の許可や禁止規則が有効。

○欧州全体の照射食品流通量は2002年で約2万トン。オランダ7千トン（う
ちスパイス類4千トン）、ベルギー7千トン（うちカエル足3千トン）、フランス5
千トン（うち鳥肉類3千トン、スパイス類1千トン）など

４．ＥＵの動向

【参考文献】食品照射Vol.40（2005） 等々力節子「食品照射の海外動向」
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1967年 原子力委員会「食品照射研究開発基本計画」を策定。試験品目として７
品目（ばれいしよ、タマネギ、米、小麦、ウィンナーソーセージ、水産
練り製品、みかん）を指定し、食品照射研究開始。（1988年研究終了）

1972年 ばれいしよの照射の許可。ばれいしよの食品照射研究は1967年～1971年
に実施され、健全性に影響はないとの結果を得ている。

1974年 北海道士幌農協でばれいしよの照射を実用化
現在、生食用約4万トンのうち、発芽の恐れがある3月下旬～4月出荷の

8千トン程度のばれいしよにガンマ線による芽止め処理を施して出荷。同
時期は国内のばれいしよ供給の端境期。

2000年 全日本スパイス協会が食品照射に関する要望書を厚生省（当時）に提出。
このような動きに対して、消費者団体が連名で全日本スパイス協会に反
対申し入れ。

５．わが国の動向

【参考文献】食品照射Vol.38（2003） 内海和久「馬鈴薯芽止め事業30年目の現状紹介」
日本原子力文化振興財団プレスレリーズNo.109「食品の放射線処理」（2003）
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参考１：照射食品に関するCodex規格の概要

【参考文献】食品照射Vol.40（2005） 等々力節子「食品照射の海外動向」

ガンマ線、X線、電子線。最高線量は原則10kGyを超えない。
（技術的必要性が認められれば10kGy以上も可）

照射の正当性は技術的な必要性 and/or 消費者の健康上の利
益となる場合に認められる。

適正衛生規範、国際的な食品の衛生管理手法（HACCP）、生鮮
食品の輸送取扱い規則の遵守。販売国における公衆衛生上で
の要求事項の遵守。

Codex委員会は9種類の照射食品検知法をCodex標準分析法とし
て採択済。必要に応じ、許可や表示の規制に効力を持たせる
ため、これら検知法を利用

包装食品の表示に関するCodex一般基準に基づき、食品名と共
に照射したことを言葉で表示。照射された原材料を含む食品
の場合も表示。
照射食品の出荷にあたって、照射記録を明記した書類を添付。

線源と吸収線量

技術的な条件

衛生面の配慮

照射後の確認

表示（包装食品）

（ﾊﾞﾙｸ食品）
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参考２－１：食品照射の許可国及び許可品目（１／５） （2003年4月現在）

【縦欄の総合計は以下の通り】 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
1149 ア オ オ バ ベ ブ カ チ 中 コ ク キ チ デ エ フ フ ド ガ ギ ハ イ イ イ ア イ イ 日 韓 リ ル メ オ ニ ノ パ フ ポ ポ ロ 南 ス ス シ タ ト ウ 英 ウ 米 ベ ユ 台

　　　  国 　　　　名 ル ｜ ｜ ン ル ラ ナ ス ロ ュ ェ ン ジ ィ ラ イ ｜ リ ン ン ン ラ イ ス タ ビ ク キ ラ ｜ ル キ ィ ｜ ル シ ア ペ ウ リ ル ク ル ト ｜ 合
【横欄の総合計は以下の通り】 　　　 ゼ ス ス グ ギ ジ ダ リ 国 タ ア ｜ コ マ プ ン ン ツ ナ シ ガ ド ド ン ル ラ リ 本 国 ア セ シ ン ジ ウ ス リ ラ ト ア フ イ ェ ア イ コ ラ 国 グ 国 ナ ゴ 湾

1149 ン ト ト ラ ｜ ル リ チ バ ｜ ト ラ ス ア リ ネ ラ エ ア ン コ ダ ｜  ェ タ ピ ン ガ リ ン ｜ イ ア ム ス
チ ラ リ デ カ ア ク ン ｜ シ ン ル ブ ラ ｜ ン ン ド ル カ デ ナ イ ラ 計

日本語（ポイント11：セル幅（3.50＋26.00）） 　　食　　　品　　　名 ン リ ア シ ド ア ド ル ン ン ビ
ア ュ グ ド ア

英語(ポイント９：セル幅32.00）

ALMONDS (CHOPPED) 1 アーモンド（切片） ★ 1
ANIMAL BLOOD (COAGULATED) 2 動物血液（固形） ★ 1
ANIMAL BLOOD (DRIED) 3 動物血液（乾燥） ★ 1
ANIMAL BLOOD (LIQUID) 4 動物血液（液体） ★ 1
ANIMAL BLOOD PLASMA (DRIED) 5 動物血漿（乾燥） ★ 1
ANIMAL BLOOD PRODUCTS (DRIED) 6 動物血液製品（乾燥） ★ 1
ANIMAL FEED 7 動物飼料 ★ ★ 2
ANIMAL FEED AND PET FOOD 8 動物飼料及びペットフード ★ 1
APPLE 9 りんご ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 12
APRICOT 10 あんず ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 12
APRICOT (DRIED) 11 あんず（乾燥） ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 17
ASPARAGUS 12 アスパラガス ★ ★ 2
AVOCADO 13 アボカド ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 13
BABY FOOD 14 ベビーフード ★ 1
BACON 15 ベーコン ★ ★ ★ ★ ★ 5
BANANA 16 バナナ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 11
BEANS

① 17 豆類 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 14
BEEF BONE EXTRACT 18 牛骨抽出物 ★ 1
BEEF (DEHYDRATED) 19 牛肉（乾燥） ★ ★ ★ ★ ★ 5
BEEF (RAW,SEMIPREPARED) 20 牛肉（生、半調理済） ★ ★ ★ ★ 4
BEEF SOUP STOCK 21 牛スープストック ★ ★ 2
BRAN (RAW) 22 ふすま（生） ★ 1
BREAD AND CAKE CRUMBS 23 パン粉及びケーキ粉 ★ 1
BREADFRUIT 24 パンの実 ★ ★ 2
BREAKFAST CEREALS 25 朝食用シリアル ★ ★ ★ ★ 4
BUCKWHEAT MUSH (DRIED) 26 そば粉 ★ ★ 2
BULBS 27 球根 ★ ★ ★ ★ ★ ★ 6
CALCIUM GLUCONATE MONOHYDRATE 28 グルコン酸カルシウム ★ 1
CARAMBOLA 29 スターフルーツ ★ ★ 2
CASEIN 30 カゼイン ★ 1
CASEIN,CASEINATES 31 カゼイン、カゼイン酸 ★ 1
CASINGS (HOG) 32 ソーセージ用ケーシング（豚腸） ★ ★ 2
CASSAVA CHIPS (DRIED) 33 カッサバチップ（乾燥） ★ ★ 2
CASSAVA PRODUCTS 34 カッサバ製品 ★ ★ 2
CEREAL DRINK BASE 35 穀物飲料ベース ★ 1
CEREAL FLAKES 36 穀物フレーク ★ ★ 2
CEREAL GERM 37 穀類胚芽 ★ 1
CEREAL GRAINS

② 38 穀類 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 13 ★
CEREAL MUESLI 39 穀物ミューズリ ★ ★ 2
CEREAL PRODUCTS 40 穀類製品 ★ ★ ★ ★ 4 ★
CHERRIES 41 さくらんぼ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 12
CHERRIES,SOUR (CANNED) 42 サワーチェリー（缶詰） ★ 1
CHESTNUTS 43 くり ★ 1
CHICKEN 44 鶏肉 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 22 ★
CHICKEN (DEHYDRATED/DRIED) 45 鶏肉（乾燥） ★ ★ ★ ★ ★ 5
CHICKEN MEAT (MECHANICALLY RECOVERED)

③ 46 鶏肉（脱骨） ★ ★ ★ 3 ★
CHICKEN PRODUCTS 47 鶏肉製品 ★ ★ ★ ★ ★ ★ 6
CHICKEN (SPICED) 48 鶏肉（香辛料添加） ★ ★ 2
COCO BEANS 49 ココ豆 ★ ★ 2
COCOA BEANS 50 カカオ豆 ★ ★ ★ ★ ★ ★ 6

【出典】（社）日本原子力産業会議ホームページ （元データはＩＡＥＡ資料等）
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【縦欄の総合計は以下の通り】 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52
1149 ア オ オ バ ベ ブ カ チ 中 コ ク キ チ デ エ フ フ ド ガ ギ ハ イ イ イ ア イ イ 日 韓 リ ル メ オ ニ ノ パ フ ポ ポ ロ 南 ス ス シ タ ト ウ 英 ウ 米 ベ ユ 台

　　　  国 　　　　名 ル ｜ ｜ ン ル ラ ナ ス ロ ュ ェ ン ジ ィ ラ イ ｜ リ ン ン ン ラ イ ス タ ビ ク キ ラ ｜ ル キ ィ ｜ ル シ ア ペ ウ リ ル ク ル ト ｜ 合
【横欄の総合計は以下の通り】 　　　 ゼ ス ス グ ギ ジ ダ リ 国 タ ア ｜ コ マ プ ン ン ツ ナ シ ガ ド ド ン ル ラ リ 本 国 ア セ シ ン ジ ウ ス リ ラ ト ア フ イ ェ ア イ コ ラ 国 グ 国 ナ ゴ 湾

1149 ン ト ト ラ ｜ ル リ チ バ ｜ ト ラ ス ア リ ネ ラ エ ア ン コ ダ ｜  ェ タ ピ ン ガ リ ン ｜ イ ア ム ス
チ ラ リ デ カ ア ク ン ｜ シ ン ル ブ ラ ｜ ン ン ド ル カ デ ナ イ ラ 計

日本語（ポイント11：セル幅（3.50＋26.00）） 　　食　　　品　　　名 ン リ ア シ ド ア ド ル ン ン ビ
ア ュ グ ド ア

英語(ポイント９：セル幅32.00）

COCOA (DEHYDRATED) 51 ココア（乾燥） ★ ★ 2
COCONUT (DRIED) 52 ココナツ（乾燥） ★ ★ 2
COFFEE BEANS 53 コーヒー豆 ★ ★ ★ 3
COLD MEATS 54 冷肉 ★ 1
CONDIMENTS 55 調味料 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 7
CONDIMENTS (DRIED) 56 調味料（乾燥） ★ 1
CONDIMENTS OF ANIMAL ORIGIN 57 動物由来調味料 0 ★
CONDIMENT PASTE 58 調味料ペースト ★ 1
COOKED MEAT PRODUCTS 59 調理済肉製品 ★ 1
CORN

④ 60 とーもろこし ★ ★ ★ ★ ★ ★ 6
CORN FLOUR 61 とーもろこし粉 ★ ★ 2
CORN PRODUCTS 62 とーもろこし製品 ★ ★ ★ ★ 4
CUCUMBER 63 きゅうり 0 ★
CURRANTS,RED 64 赤スグリ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 12
CUSTARD APPLE 65 釈迦頭 ★ ★ 2
DATES 66 ナツメヤシ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 15
EDIBLE SEEDS 67 食用種子 ★ ★ 2 ★
EGG ALBUMIN (POWDER) 68 卵アルブミン（粉末） ★ 1
EGG (DEHYDRATED)

⑤ 69 卵（乾燥） ★ ★ ★ ★ 4
EGG (FROZEN) 70 卵（冷凍） ★ 1
EGG (LIQUID) 71 卵（液卵） ★ 1
EGG PULP (FROZEN) 72 卵パルプ（冷凍） ★ 1
EGG PRODUTCS (FROZEN) 73 卵製品（冷凍） ★ 1
EGG WHITE 74 卵白 ★ ★ ★ 3
EGG (WHOLE,BROKEN,FRESH) 75 全卵（生鮮） ★ ★ ★ 3
ENZYMES (DEHYDRATED) 76 酵素（乾燥） ★ 1
ENZYME PREPARATIONS 77 酵素製品 ★ ★ 2
FARINA 78 穀物、じゃがいも挽割り・粗粉 0 ★
FIGS (DRIED) 79 いちじくの実（乾燥） ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 18
FISH 80 魚(含む冷凍) ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 15
FISH (DRIED) 81 魚（乾燥） ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 16
FISH POWDER 82 魚粉 ★ 1
FISH PRODUCTS 83 魚製品 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 7
FOOD COLORS (NATURAL,DEHYDRATED) 84 食用色素（天然、乾燥） ★ 1
FOOD CONCENTRATES (DRIED) 85 食品濃縮物（乾燥） ★ ★ 2
FOODS (DEHYDRATED) 86 一般食品（乾燥） ★ ★ 2
FOODS OF ANIMAL ORIGIN (DRIED) 87 動物由来食品（乾燥） ★ ★ 2
FRANKFURTERS 88 フランクフルトソーセージ ★ ★ ★ 3
FROG LEGS

⑥ 89 かえるの脚（含む冷凍） ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 9
FRUIT 90 果実 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 11
FRUIT/S (DRIED) 91 果実（乾燥） ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 16
FRUIT JAMS 92 果実ジャム ★ 1
FRUIT JUICES AND CONCENTRATES 93 果実ジュース、濃縮果実ジュース ★ ★ 2
FRUIT JUICES (FROZEN) 94 果実ジュース（冷凍） ★ ★ 2
FRUIT PULP 95 果実パルプ ★ ★ 2
FUNGI 96 キノコ ★ 1
GARLIC 97 にんにく ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 22
GARLIC (DRIED) 98 にんにく（乾燥） ★ ★ ★ 3
GARLIC PASTE 99 にんにくペースト ★ 1
GELATINE 100 ゼラチン ★ 1

参考２－１：食品照射の許可国及び許可品目（２／５） （2003年4月現在）

【出典】（社）日本原子力産業会議ホームページ （元データはＩＡＥＡ資料等）
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1149 ン ト ト ラ ｜ ル リ チ バ ｜ ト ラ ス ア リ ネ ラ エ ア ン コ ダ ｜  ェ タ ピ ン ガ リ ン ｜ イ ア ム ス
チ ラ リ デ カ ア ク ン ｜ シ ン ル ブ ラ ｜ ン ン ド ル カ デ ナ イ ラ 計

日本語（ポイント11：セル幅（3.50＋26.00）） 　　食　　　品　　　名 ン リ ア シ ド ア ド ル ン ン ビ
ア ュ グ ド ア

英語(ポイント９：セル幅32.00）

GINGER 101 しょうが ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 8 ★
GINGER PASTE 102 しょうがペースト ★ ★ 2
GRAPES 103 ぶどう ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 12
GREEN BEANS 104 いんげん ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 14
GRUEL (DRIED) 105 オートミル粥（乾燥） ★ ★ 2
GUAVA 106 グアバ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 11
GUM ARABIC 107 アラビアガム ★ ★ ★ ★ 4
HEALTH DRINK 108 健康飲料 ★ 1
HERBS 109 ハーブ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 11
HERBS (DRIED) 110 ハーブ（乾燥） ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 15
HERBS (FROZEN) 111 ハーブ（冷凍） ★ 1
HERBS INFUSIONS 112 ハーブ抽出物 ★ ★ 2
HONEY 113 はちみつ ★ ★ 2
INDIAN JUJUBE (DRIED) 114 インディアンホホバ（乾燥） ★ 1
INGREDIENTS FOR HEALTH DRINK MIXES 115 健康飲料ミックス素材 ★ 1
INGREDIENTS FOR MARINADES (POWDER) 116 マリネード素材（粉末） ★ 1
JUJUBE (DRIED) 117 ホホバ（乾燥） ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 17
ＬＥＥＫ 118 にら 0 ★
LEMON 119 レモン ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 11
LITCHI 120 レイシ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 14
LONGAN 121 リュウガン ★ ★ 2
MANDARIN 122 マンダリンオレンジ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 12
MANGO 123 マンゴ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 21 ★
MANGO ATCHAR 124 マンゴピクルス ★ 1
MANGOSTEEN 125 マンゴスチン ★ ★ 2
MEAT 126 肉類 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 7 ★
MEAT (DRIED) 127 肉類（乾燥） ★ ★ ★ 3
MEAT EXTRACT 128 肉類抽出物 ★ 1
MEAT PRODUCTS 129 肉類製品 ★ ★ ★ ★ ★ ★ 6
MEAT PRODUCTS (PREPARED) 130 肉類製品（調理済） ★ 1
MELON 131 メロン ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 11
MILITARY RATIONS 132 軍糧食 ★ 1
MILK (DEHYDRATED) 133 ミルク（乾燥） ★ 1
MILK SHAKE POWDER 134 粉末ミルクシェーキ ★ 1
MIXED DRY INGREDIENTS 135 混合乾燥素材 ★ 1
MOO YOR (COOKED SAUSAGE) 136 ムーヨー（調理済ソーセージ） ★ 1
MUSHROOMS 137 マッシュルーム ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 7
MUSHROOMS (AGARICUS SPP.) 138 マッシュルーム（ハラタケ） ★ ★ 2
MUSHROOMS (DRIED) 139 マッシュルーム（乾燥） ★ ★ ★ ★ ★ 5
NHAM (RAW,FERMENTED PORK SAUSAGE) 140 ナム（生、発酵豚肉ソーセージ） ★ 1
NUTS 141 ナッツ ★ ★ ★ ★ ★ 5
OATS (ROLLED) 142 挽割オートミル ★ 1
OIL SEEDS 143 油糧種子 ★ ★ 2
ONIONS 144 玉ねぎ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 32 ★
ONION (DRIED) 145 玉ねぎ（乾燥） ★ ★ 2
ONION POWDER 146 粉末玉ねぎ ★ ★ 2
ORANGE 147 オレンジ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 11
PAPAYA 148 パパイア ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 18
PAPRIKA POWDER 149 粉末パプリカ ★ ★ 2
PEANUT 150 ピーナッツ ★ ★ ★ 3

参考２－１：食品照射の許可国及び許可品目（３／５） （2003年4月現在）

【出典】（社）日本原子力産業会議ホームページ （元データはＩＡＥＡ資料等）
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英語(ポイント９：セル幅32.00）

PEANUT BUTTER 151 ピーナッツバター ★ 1
PEAR 152 西洋なし ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 11
PERSIMMON 153 かき ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 11
PINEAPPLE 154 パイナップル ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 11
PLUM 155 プラム ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 12
PORK 156 豚肉 ★ ★ ★ ★ ★ ★ 6
PORK CRACKLING 157 ローストポーク上皮 ★ 1
PORK (RAW,SEMI-PREPARED) 158 豚肉（生、半調理済） ★ ★ 2
POTATO⑦ 159 じゃがいも ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 32 ★
POTATO CHIPS (RAW,COOKED) 160 ポテトチップ（生、調理済） ★ 1
POULTRY 161 家禽肉 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 14
POULTRY (DRIED) 162 家禽肉（乾燥） ★ ★ ★ ★ 4
POULTRY MEAT (MECHANICALLY RECOVERED)⑧ 163 脱骨家禽肉 ★ ★ 2
POULTRY PRODUCTS 164 家禽肉製品 ★ ★ ★ ★ ★ 5
PUDDING (DRIED) 165 プディング（乾燥） ★ ★ 2
RABBIT (RAW,SEMI-PREPARED) 166 兎（生、半調理済） ★ ★ 2
RAISINS 167 干しぶどう ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 17
RAMBUTAN 168 ランブータン ★ ★ 2
RED PEPPER PASTE POWDER 169 粉末赤とうがらしペースト ★ 1
RHUBARB 170 食用ダイオウ ★ 1
RICE 171 米 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 20
RICE (BROWN) 172 玄米 ★ 1
RICE FLOUR 173 米粉 ★ ★ 2
RICE PRODUCTS 174 米製品 ★ ★ 2
ROOTS & TUBERS

⑨ 175 地下茎類 ★ ★ ★ ★ ★ ★ 6
SAUSAGES 176 ソーセージ ★ ★ ★ 3
SAUSAGES (CHINESE) 177 ソーセージ（中国製） ★ 1
SAUSAGES (DRIED) 178 ソーセージ（乾燥） ★ 1
SAUSAGE (DRIED,SEMI-DRY) 179 ソーセージ（乾燥、半乾燥） ★ 1
SEAFOOD⑩ 180 魚介類（含む冷凍） ★ ★ ★ ★ ★ ★ 6
SEAWEED (DRIED) 181 海草（乾燥） ★ ★ 2
SEEDS FOR SPROUTING 182 もやし用種子 ★ 1
SESAME SEED 183 ごまの種子 ★ ★ 2
SHALLOTS 184 シャロット ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 9
SHELLFISH⑪ 185 貝類（含む冷凍） ★ ★ ★ 3
SHELLFISH POWDER 186 粉末貝類 ★ 1
SHRIMP⑫ 187 えび（含む冷凍） ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 14
SHRIMP (DRIED) 188 えび（乾燥） ★ 1
SMOKED SALAMI 189 燻製サラミ ★ ★ 2
SORGHUM MALT BEER 190 ソルガムビール ★ 1
SOUP POWDER 191 粉末スープ ★ 1
SOUP STOCK (DEHYDRATED) 192 スープストック（乾燥） ★ 1
SOY SAUCE POWDER 193 しょうゆ粉末 ★ 1
SOYA FIBRE 194 大豆繊維 ★ 1
SOYA FLOUR

⑬ 195 大豆粉 ★ ★ 2
SOYABEAN 196 大豆 ★ ★ 2
SOYABEAN PASTE POWDER 197 大豆ペースト粉末 ★ 1
SOYABEAN PRODUCTS 198 大豆製品 ★ ★ 2
SPACE FOODS 199 宇宙食 ★ 1
SPICES 200 スパイス ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ △ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 46 ★

参考２－１：食品照射の許可国及び許可品目（４／５） （2003年4月現在）

【出典】（社）日本原子力産業会議ホームページ （元データはＩＡＥＡ資料等）
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1149 ア オ オ バ ベ ブ カ チ 中 コ ク キ チ デ エ フ フ ド ガ ギ ハ イ イ イ ア イ イ 日 韓 リ ル メ オ ニ ノ パ フ ポ ポ ロ 南 ス ス シ タ ト ウ 英 ウ 米 ベ ユ 台

　　　  国 　　　　名 ル ｜ ｜ ン ル ラ ナ ス ロ ュ ェ ン ジ ィ ラ イ ｜ リ ン ン ン ラ イ ス タ ビ ク キ ラ ｜ ル キ ィ ｜ ル シ ア ペ ウ リ ル ク ル ト ｜ 合
【横欄の総合計は以下の通り】 　　　 ゼ ス ス グ ギ ジ ダ リ 国 タ ア ｜ コ マ プ ン ン ツ ナ シ ガ ド ド ン ル ラ リ 本 国 ア セ シ ン ジ ウ ス リ ラ ト ア フ イ ェ ア イ コ ラ 国 グ 国 ナ ゴ 湾

1149 ン ト ト ラ ｜ ル リ チ バ ｜ ト ラ ス ア リ ネ ラ エ ア ン コ ダ ｜  ェ タ ピ ン ガ リ ン ｜ イ ア ム ス
チ ラ リ デ カ ア ク ン ｜ シ ン ル ブ ラ ｜ ン ン ド ル カ デ ナ イ ラ 計

日本語（ポイント11：セル幅（3.50＋26.00）） 　　食　　　品　　　名 ン リ ア シ ド ア ド ル ン ン ビ
ア ュ グ ド ア

英語(ポイント９：セル幅32.00）

STARCH 201 でんぷん ★ ★ 2
STERILE MEALS 202 無菌食 ★ ★ ★ ★ ★ 5
STERILE MEALS (FROZEN) 203 無菌食（冷凍） ★ 1
STERILE MEATS 204 無菌肉類 ★ ★ 2
STRAWBERRY 205 いちご ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 17 ★
SUGAR SOLUTIONS 206 （砂）糖溶液 ★ 1
SUNFLOWER KERNELS 207 ひまわりの種 ★ 1
SUPPLEMENTS (DIETARY) 208 栄養補助食品 ★ 1
SWEET POTATO WINE 209 サツマイモ酒 ★ 1
SWEETS 210 菓子類 ★ 1
TEA 211 茶 0 ★
TEA EXTRACT 212 茶抽出物 ★ 1
TEA,BLACK SEED 213 黒種子茶 ★ 1
TEA,COMFREY 214 コンフリー茶 ★ 1
TEA,HERBAL 215 ハーブ茶 ★ ★ ★ ★ ★ 5
TEXTURIZED VEGETABLE PROTEIN 216 植物性たんぱく質 ★ 1
THICKENERS 217 増粘剤 ★ 1
TOMATO 218 とまと ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 12
VANILLA 219 バニラ ★ 1 ★
VEGETABLES 220 野菜 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 10 ★
VEGETABLES (DRIED) 221 野菜（乾燥） ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 17
VEGETABLE SEASONINGS 222 野菜由来調味料 ★ ★ 2 ★
VEGETABLE SEASONINGS (DRIED) 223 野菜由来調味料（乾燥） ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 20
VIENNAS 224 ウインナーソーセージ ★ 1
WEIGHT LOSS PREPARATION 225 減量用食品調整物 ★ 1
WHEAT 226 小麦 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 20
WHEAT FLOUR 227 小麦粉 ★ ★ ★ ★ 4
WHEAT PRODUCTS 228 小麦粉製品 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 11
YAM 229 ヤムイモ ★ 1
YEAST POWDER (BREWERS AND TORULITE) 230 粉末イースト ★ ★ 2

13 12 3 17 12 ## 7 18 24 16 59 18 2 3 4 4 30 3 80 3 13 25 16 1 3 42 6 2 19 6 3 64 17 12 3 64 3 5 3 46 85 5 3 18 22 55 45 53 1 45 7 21 20

BEANS①：含むLEGUMES及びPULSES （注１）ＩＡＥＡなどの資料にしたがい、アルファベット順に記載した。このため、じゃがいも、玉ねぎなどの具体的名称の食品類と生鮮野菜や水産物、肉類などの総称的名称の食品類が混在している。また、英語名は
CEREAL GRAINS②：含むＧＲＡＩＮＳ 　　　　別でも日本語に訳すと同類名になる食品は一つにまとめた（例：①BEANSとLEGUMES及びPULSES、②ＣＥＲＥＡＬ ＧＲＡＩＮＳとＧＲＡＩＮＳ、③CHICKEN MEAT (MECHANICALLY RECOVERED)とCHICKEN MEAT
CHICKIN MEAT (MECHANICALLY RECOVERED)③ 　　　　  (MECHANICALLY SEPARATED)、④CORNとMAIZE、⑤EGG(DEHYDRATED)とEGG POWＤER、⑥ＦＲＯＧ ＬＥＧＳとＦＲＯＧ ＬＥＧＳ（FRESH OR FROZEN）及びFROG LEGS（FROZEN）、⑦POTATOとWHITE 
　　　：含む同 (MECHANICALLY SEPARATED) 　　　   POTATOS、⑧SEAFOODとSEAFOOD (FROZEN)、⑨SHELLFISHとSHELLFISH (FROZEN)、⑩ROOTSとROOTS AND TUBERS、⑪POULTRY (MECHANICALLY  RECOVERED)とPOULTRY (MECHANICALLY 
CORN④：含むMAIZE 　　　　 SEPARATED)、⑫ＳＨＲＩＭＰとＳＨＲＩＭＰ（ＦＲＯＺＥＮ）、⑬SOYA FLOURとSOYA POWDER）。さらに、日本名が不明で馴染みのない食品は削除した（TEA,ROOI BUS、WORS(DRIED））。なお、食品名左欄の一
EGG(DEHYDRATED)⑤：含むEGG POWＤER 　　　　連の数字（番号）は、上記①～⑬の如く日本名語への整理方法によって異なり、特別に記載がない限りその増減には意味がない。
FROG LEGS⑥：含むＦＲＯＧ ＬＥＧＳ （FRESH
 　　ｏｒ FROZEN）及びFROG LEGS （FROZEN） （注２） は許認可国数が１０カ国以上あることを示す。また、スパイス照射の許認可要請中の日本はスパイス欄に△印で表記した。従って、合計欄（縦・横双方の現数字からマイナス△印の個数）は注意。なお、
POTATO

⑦
：含むWHITE POTATOS 　　　　前回（昨年８月現在）の一覧表と比べて、今回の特長は、オーストラリアとニュージーランド合同の食品担当部局は２００３年２月に９種類のトロピカルフルーツ照射を許認可（殺虫）したこと、昨年１０月、米国農務

POULTRY （MECHANICALLY RECOVERED）
⑧ 　　　　省が放射線照射した海外産農産物の輸入を許認可（殺虫）したことである。

　　　：含む同（MECHANICALLY SEPARATED）

ROOTS & TUBERS⑨：含むROOTS （注３）放射線照射の目的：根茎菜類などは発芽抑制、生鮮野菜／果実などは害虫駆除や成長抑制、穀類や豆類などは害虫駆除、生肉や生魚などは寄生虫及び食中毒性微生物の防除、乾燥野菜や果実、スパイ
SEAFOOD⑩：含むSEAFOOD （FROZEN)   　　　ス及び肉類や魚介類の加工品などは害虫駆除及び食中毒性微生物の防除などである。また、許認可には無条件と条件付（ＩＣＧＦＩ資料では条件の詳細は不明）がある。全食品を条件付許認可しているのは
SHELLFISH⑪：含むSHELLFISH （FROZEN） 　　　　チェコ、フィリピン、南アフリカの３カ国。一部食品を条件付許認可しているのはバングラデシュ、中国、キューバ、ハンガリー、ポーランド、ロシア、ウクライナ、英国、ベトナムの９カ国。他の国は全て無条件許可
SHRIMP⑫：含むＳＨＲＩＭＰ（ＦＲＯＺＥＮ） 　　　　である。　ＩＣＧＦＩの元資料（国別または品目別の表。本表のような一覧表ではない）は　  http://www.iaea.or.at/icgfi/　  で見ることができる。
SOYA FLOUR

⑬
：含むSOYA POWDER

参考２－１：食品照射の許可国及び許可品目（５／５） （2003年4月現在）

【出典】（社）日本原子力産業会議ホームページ （元データはＩＡＥＡ資料等）
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参考２－２：食品照射の実用国及び実用品目 （2003年4月現在）

【出典】（社）日本原子力産業会議ホームページ （元データはＩＡＥＡ資料等）

【縦欄の総合計は以下の通り】 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
78 ア バ ベ ブ カ チ 中 ク キ チ デ フ ド ハ イ イ イ イ イ 日 韓 オ ノ ポ 南 ス タ 英 米 ベ ユ 台

　　　  国　　　　　　　名 ル ン ル ラ ナ ロ ュ ェ ン ラ イ ン ン ン ラ ス タ ラ ル ｜ ア ペ ト ｜ 合
【横欄の総合計は以下の通り】 　　　 ゼ グ ギ ジ ダ リ 国 ア ｜ コ マ ン ツ ガ ド ド ン ラ リ 本 国 ン ウ ラ フ イ イ 国 国 ナ ゴ 湾

78 ン ラ ｜ ル チ バ ｜ ス リ ネ エ ア ダ  ェ ン リ ン ム ス
チ デ ア ク ｜ シ ル ｜ ド カ ラ
ン シ ア ビ
ュ ア

計
日本語（ポイント11：セル幅（3.50＋26.00）） 　　　食　　　品　　　名

英語(ポイント９：セル幅32.00）

APPLE 1 りんご ★ 1
BEANS 2 豆類 ★ 1
CEREAL GRAIN 3 穀類 ★ 1
CEREAL GRAINS 4 穀類 0 △
CEREAL PRODUCTS 5 穀類製品 0 △
CHICKEN 6 鶏肉 0 △
CHICKEN MEAT(MECHANICALLY RECOVERED) 7 鶏肉（脱骨） 0 △
CONDIMENTS OF ANIMAL ORIGIN 8 動物由来調味料 0 △
CUCUMBER 9 きゅうり 0 △
EDIBLE SEEDS 10 食用種子 0 △
EGG POWER 11 粉末卵 0
ENZYMES 12 酵素 ☆ 1
FARINA 13 穀物、じゃがいも挽割り・粗粉 0 △
FISH(DRIED) 14 魚（乾燥） ★ 1
FROG LEGS 15 かえる脚（含む冷凍） ★ ★ 2
FRUIT 16 果実 ★ ★ 2
FRUIT/S(DRIED) 17 果実（乾燥） ★ ★ ★ ★ 4
GARLIC 18 にんにく ★ 1
GINGER 19 しょうが 0 △
GUM ARABIC 20 アラビアガム ★ 1
HERBS 21 ハーブ ★ ☆ ☆ ★ ☆ ☆ 6
ＬＥＥＫ 22 にら 0 △
MANGO 23 マンゴー 0 △
MEAT 24 肉類 ★ 1 △
MEAT PRODUCTS 25 肉製品 0
NHAM(RAW,FERMENTED PORK SAUSAGE) 26 ナム（生、発酵豚肉ソーセージ） ★ 1
ONIONS 27 玉ねぎ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 7 △
POTATO 28 じゃがいも ★ ★ ★ ★ ★ ★ 6 △
POULTRY 29 家禽肉 ★ ★ 2
RICE 30 米 ★ ★ 2
SAUSAGES(CHINESE) 31 ソーセージ（中国製） ★ 1
SHRIMP 32 えび（含む冷凍） ★ ★ 2
SPICES 33 スパイス ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ☆ ★ 28 △
STRAWBERRY 34 いちご 0 △
TEA 35 茶 0 △
TOMATO 36 とまと ★ 1
VANILLA 37 バニラ 0 △
VEGETABLE SEASONINGS 38 野菜由来調味料（含む乾燥） ☆ ☆ ★ 3 △
VEGETABLES 39 野菜 0 △
VEGETABLES(DRIED) 40 野菜（乾燥） ★ ☆ ★ 3

2 3 2 7 1 3 8 1 2 1 2 7 1 2 3 2 1 1 1 1 2 7 1 1 2 2 4 2 4 1 1 20

（注１）IAEAなどの資料にしたがい、アルファベット順に
記載した。このため、じゃがいも、玉ねぎなどの具体的
名称の食品類と生鮮野菜や水産物、肉類などの総称
的名称の食品類が混在している。また、英語名は別で
も日本語に訳すと同類名になる食品は一つにまとめた
（例：①BEANSとLEGUMES及びPULSES、②CEREAL
GRAINSとGRAINS、③CHICKEN
MEAT(MECHANICALLY RECOVERED)とCHICKEN
MEAT(MECHANICALLY SEPARATED)、④CORNと
MAIZE、⑤EGG(DEHYDRATED)とEGG POWDER、⑥
FROG LEGSとFROG LEGS（FRESH OR FROZEN）及
びFROG LEGS（FROZEN）、⑦POTATOと
WHITEPOTATOS、⑧SEAFOODと
SEAFOOD(FROZEN)、⑨SHELLFISHと
SHELLFISH(FROZEN)、⑩ROOTSとROOTS AND
TUBERS、⑪POULTRY (MECHANICALLY
SEPARATED)とPOULTRY(MECHANICALLY
RECOVERED)、⑫SHRIMPとSHRIMP（FROZEN）、⑬
SOYA FLOURとSOYA POWDER。さらに、日本名が不
明で馴染みのない食品は削除した（TEA,ROOI BUS、
WORS(DRIED））。なお、食品名左欄の一連の数字（番
号）は、上記①～⑬の如く日本名語への整理方法に
よって異なり、特別に記載がない限りその増減には意
味がない。
 
（注２）右端欄の台湾は、許認可品目は把握している
が実用照射についての情報が皆無であり、許認可品
目全てを△で示す同時に後半にまとめ表示した。前回
（本年３月現在）一覧表と比べ新たにスペインが増え
た。なお、これまで通り、実用国リストに記載されてい
ても許認可リストに記載されていない場合（国名及び
食品名）は削除した。

（注３）ベルギー、ブラジルの野菜由来調味料（乾燥）
欄の☆印について、許可は乾燥野菜全般だが実用表
では野菜由来調味料に限定。デンマークのハーブ欄で
の☆印では、許可はハーブ全般だが実用表では芳香
性物に限定。フランスのハーブ欄の☆印では、許可は
乾燥物に限定。韓国の乾燥野菜欄での☆印では、許
可はニンニク又は乾燥野菜及び野菜由来調味料（含
む乾燥）だが、実用表ではニンニク粉末に限定。オラン
ダのエビ、カエル脚での許可は冷凍物も含む。新たに
加わったスペインのハーブ欄の☆印では、許可はハー
ブ全般だが実用表は芳香性物に限定。タイの酵素欄
の☆印では、許可は乾燥物に限定。英国のハーブ欄
での☆印では、許可は乾燥物に限定。ベトナムのスパ
イス欄での☆印では、許可はパプリカ粉末に限定。

（注４）放射線照射の目的：根茎菜類などは発芽抑制、
生鮮野菜／果実などは害虫駆除や成長抑制、穀類や
豆類などは害虫駆除、生肉や生魚などは寄生虫及び
食中毒性微生物の防除、乾燥野菜や果実、スパイス
及び肉類や魚介類の加工品などは害虫駆除及び食中
毒性微生物の防除などである。また、許認可には無条
件と条件付（ICGFI資料では条件の詳細は不明）があ
る。ICGFIの元資料は、許可国一覧と同じく、
http://www.iaea.or.at/icgfi/　で見ることができる。
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○許可国は米国、ＥＵ、オーストラリア、ニュージーランド、カナダ、韓国、中国、
インドなど46ヵ国、実用化国は米国、ベルギー、オランダ、中国、韓国、メキシコ、
フランス、南アフリカなど29ヵ国である。生産量の推移は以下のとおり。

参考３：照射スパイスの生産量の推移

【出典】

原子力委員会放射
線専門部会第3回
（H15.11.20）
等々力節子「食品
照射技術を巡る状
況と課題」

照射スパイス生産量（トン）

その他

中国

韓国

メキシコ

カナダ

南アフリカ

フランス

オランダ

ベルギー

米国
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○世界人口は2000年に60億人を超え、国連人口予測によれば、2020年には75億人
に達し、2050年には90億人に近づくとされている。

○地球規模での食料生産量が今後大きく増加することは期待できない。
－耕地面積は1980年頃以降、減少傾向。例えば穀物農地は1981年の7億3500万ヘ
クタールがピークであり、1993年には6億9500万ヘクタールまで減少し、世界
の穀物生産量は17～19億トンで頭打ちの傾向。
－砂漠化の進行や熱帯雨林の消滅などによる耕作地の縮小が危惧。灌漑に伴う
塩分集積などの土壌劣化、地下水の枯渇、農地転用による農地消失も問題。
－品種改良、栽培技術改善などによる農業生産性向上は限界に近い。

○世界の食料生産の約1/4～1/2が収穫後に細菌やカビによる腐敗、虫害で損失
(WHO,1988年)。1983年のFAOとWHOの食品安全性に関する合同専門家委員会は、十
分な統計に基づくものではないが、食品を介する疾病は人々の健康に大きな脅威
を及ぼすともに、生産力の低下につながると結論。食品照射は全ての問題の解決
にはならないものの、食料損耗の低減などに役立つと考えられる。

参考４：世界の食料事情

【参考文献】FFIジャーナルVol.209No.12（2004） 林徹「食品照射の背景と有用性」、

WHO「照射食品の安全性と栄養適正」（1994）、

国際食品照射諮問グループ（FAO,WHO,IAEA合同設立組織）のQ&Aシリーズ「わかりやすい食品照射」（1991）他
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参考５－１：米国食料医薬品庁（FDA）が許可している照射食品

【参考文献】食品照射Vol.40（2005） 等々力節子「食品照射の海外動向」
食品科学広報センターニュースNo.21（2001）

寄生虫抑制

成熟抑制

殺虫

殺菌

殺菌

病原菌制御 ※

滅菌

病原菌制御 ※

病原菌制御 ※

病原菌制御 ※

病原菌制御 ※

病原菌制御 ※

豚肉（生）

青果物

全食品

酵素製剤

乾燥香辛料／調味料

食鳥肉

冷凍肉（NASA宇宙食）

赤身肉（冷蔵）

赤身肉（冷凍）

卵（殻付）

もやし用種子

貝類

1985年

1986年

1990年

1995年

1997年

2000年

2005年

目的品目許可年
※米国疾病管理予防セン
ターによると、米国で
は、毎年、サルモネラ
菌による発症例が4万件
あり1千人が死ぬと推定
し、腸管出血性大腸菌
０－157についても推定
7万3千人の感染がある
としている。
この対策として、食鳥
肉や赤身肉、卵などに
も照射が許可されたも
のである。
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参考５－２：米国の照射食品

【出典】原子力委員会放射線専門部会第3回（H15.11.20）等々力節子「食品照射技術を巡る状況と課題」
原子力委員会放射線専門部会第2回（H15.6.26） 町末男「放射線利用の国際的動向と日本の現状」
食品照射Vol.40（2005） 等々力節子「食品照射の海外動向」

（上段）食中毒菌を
殺菌するために照
射したハンバーグ
用ひき肉。
2004年には9千ト
ンの牛挽肉及び食
鳥肉が流通し、全
米のスーパー2500
～3500店で照射肉
類を扱っていると
いわれている。

（下段）米国内向け果実照射施設
（ハワイ）

害虫駆除のために照射した果実は
全米で900トンが出回っていると
いわれており、マンゴー、パパイ
ヤ、グァバなどの熱帯果実が照射
されている。


